
（
ペ
ー
ジ
）

●
一
般
会
計
予
算
（
グ
ラ
フ
・
説
明
・
討
論
） …
2

●
特
別
・
企
業
会
計
予
算
（
説
明
・
討
論
） …
…
5

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
（
説
明
） …
…
6

●
請
願
等
処
理
状
況
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7

●
一
般
質
問
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8

●
審
議
結
果
一
覧
表
、
5
月
臨
時
会
の
予
定
 …
…
12

主

な

内

容

平成２１年度　一般会計・特別会計・企業会計あわせ

総額1,134億 7,783万円の予算を可決
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２
月
定
例
会

5 月1 日発行

　

市
議
会
は
、
平
成
21
年
2
月
定
例
会
を
2

月
17
日
か
ら
3
月
23
日
ま
で
の
35
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
市
長

提
出
の
平
成
21
年
度
各
会
計
予
算
や
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
な
ど
52
議
案
の
ほ
か
、

意
見
書
等
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
、
2
月
26
日
、
27
日

の
2
日
間
に
わ
た
り
9
名
の
議
員
が
行
い
、

市
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
市
長
・
教
育
長

の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

・

ー 1ー古紙パルプ配合率100％の再生紙を使用しています。
古紙パルプ配合率１００％再生紙を使用

IWATA

電話〈0538〉37 ‒4822 FAX〈0538〉37 ‒4845

市議会だより
編集／議会報編集委員会　磐田市国府台 3-1 http://www.city.iwata.shizuoka.jp/



（修正案を否決）

平成21年度
一般会計予算
平成21年度
一般会計予算 （修正案を否決）

595億円を可決595億円を可決

595億円 

市民税　 
119億2,500万円 
 
固定資産税　 
125億7,944万円 
 
都市計画税ほか　 
25億8,343万円 
 

市税 
270億8,787万円 
（45.5%） 

市債 
76億6,040万円 
（12.9%） 

繰入金ほか　73億5,600万円（12.3%） 

地方消費税交付金　19億円（3.2%） 

県支出金　24億7,884万円（4.2%） 

地方交付税　36億円（6.1%） 

諸収入　39億2,474万円（6.6%） 

国庫支出金　54億9,215万円（9.2%） 

 

商工費 
10億385万円（1.7%） 
 
農林水産業費 
11億1,116万円（1.9%） 
 
消防費 
19億5,248万円（3.3%） 
 
労働費 
25億7,033万円（4.3%） 
 

市民税　 
119億2,500万円 
 
固定資産税　 
125億7,944万円 
 
都市計画税ほか　 
25億8,343万円 
 

民生費 
121億447万円 
（20.4%） 

土木費 
99億 
4,232万円 
（16.7%） 

衛生費 
88億 
2,245万円 
（14.8%） 

公債費 
75億 
7,264万円 
（12.7%） 
 

総務費 
72億5,975万円 
（12.2%） 
 

議会費ほか 
4億2,068万円 
（0.7%） 

教育費 
67億 
3,987万円 
（11.3%） 
 

歳入 

歳出 

市
税
の
内
訳 

595億円 

595億円 595億円 

ー2ー
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予
算
総
額
は
、
5
9
5
億
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
16
億
4
千
万
円
、

2
・
7
%
の
減
額
で
す
。
こ
の
理

由
は
、
少
子
化
対
策
等
の
社
会
保

障
関
係
経
費
や
都
市
基
盤
整
備
等

で
活
用
し
た
起
債
の
公
債
費
と
い

っ
た
義
務
的
経
費
が
増
額
と
な
っ

た
こ
と
や
、
新
ご
み
処
理
施
設
整

備
事
業
の
本
格
化
に
よ
り
事
業
費

が
増
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
総
合

健
康
福
祉
会
館
等
の
整
備
が
完
了

し
た
こ
と
、
幹
線
道
路
整
備
の
事

業
費
の
減
な
ど
に
よ
る
合
併
特
例

事
業
の
減
額
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
る
市

税
は
、
景
気
後
退
の
影
響
に
よ
る

企
業
収
益
の
減
少
で
法
人
市
民
税

の
大
幅
な
減
額
や
、
個
人
市
民
税

の
減
額
で
、
7
・
0
%
、
20
億
3
、

1
5
8
万
8
千
円
の
減
額
と
な
る

2
7
0
億
8
、
7
8
6
万
7
千
円

を
見
込
み
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
事
業
は
、
1
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
、
（
仮

称
）
第
2
竜
愛
霊
園
の
整
備
推
進
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す

る
補
助
金
な
ど
で
す
。

　

2
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
合
併
特
例
債

修
正
案
を
提
出

ジ
ェ
ク
ト
事
業
（
総
合
内
水
緊
急

対
策
事
業
）
な
ど
で
す
。

　

5
や
さ
し
さ
・
ふ
れ
あ
い
・
支

え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
障

害
者
福
祉
施
設
の
施
設
建
設
費
助

成
な
ど
で
す
。

　

6
交
流
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
で
は
、
勤
労
者
を
支
援
す
る

た
め
の
住
宅
・
教
育
資
金
の
協
調

融
資
事
業
、
（
仮
称
）
ら
ら
ぽ
ー

と
磐
田
内
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
置
な
ど
で
す
。

　

賛
成
28
（
公
・
無
）
、
反
対
3

（
共
）
に
よ
り
可
決
。

　

一
般
会
計
予
算
に
対
し
3
人
の

議
員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
内
容
は
、
遠
江
国
分
寺
跡

整
備
事
業
の
国
分
寺
資
料
館
建
設

に
つ
い
て
、
歳
出
の
実
施
設
計
委

託
料
1
、
5
0
0
万
円
を
予
備
費

に
組
み
替
え
、
こ
れ
に
伴
う
歳
入

の
市
債
1
、
4
2
0
万
円
を
繰
越

金
に
組
み
替
え
る
も
の
で
す
。

　

提
出
者
か
ら
は
、
1
遠
江
国
分

寺
跡
整
備
計
画
の
中
に
資
料
館
整

備
も
位
置
づ
け
る
べ
き
も
の
だ
が
、

計
画
は
策
定
さ
れ
て
い
な
い
。
2

改
選
を
目
前
に
し
、
市
長
が
不
出

馬
を
表
明
さ
れ
て
い
る
状
況
で
、

現
市
長
が
提
案
す
る
こ
と
は
疑
問
。

3
市
税
の
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま

れ
る
中
、
重
点
施
策
に
掲
げ
た
事

業
以
外
の
ほ
と
ん
ど
が
、
延
伸
と

な
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
あ
え

て
提
案
さ
れ
る
特
段
の
理
由
は
見

当
た
ら
な
い
。

―
な
ど
の
提
案

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

賛
成
9
（
無
）
、
反
対
22
（
公

共
・
無
）
に
よ
り
修
正
案
を
否
決
。

緊
縮
財
政
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

基
本
と
し
た
予
算

を
活
用
し
た
主
要
幹
線
道
路
の
整

備
、
ま
ち
美
化
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度

の
推
進
な
ど
で
す
。

　

3
豊
か
な
心
を
育
み
活
躍
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
小
中
学
校

の
35
人
学
級
を
原
則
と
し
て
全
学

校
全
学
年
に
導
入
、
学
校
施
設
や

公
民
館
の
耐
震
化
な
ど
で
す
。

　

4
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

で
は
、
地
域
I
C
T
利
活
用
モ
デ

ル
構
築
事
業
、
久
保
川
治
水
プ
ロ

・

その他の税 

市たばこ税 

都市計画税 

固定資産税 

市民税 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

35,000

30,000

H14 15 16 17 18 19 2120

（百万円） 

10,013

12,476

264 
886 

1,046

9,867

12,039

271 
912 
996

8,659

12,167

283 
943 

1,024

10,647

12,475

296 
917 

1,056

12,014

12,545

310 
951 

1,019

15,066

12,938

324 
955 

1,061

14,251

13,024

325 
925 

1,077

11,925

12,579

  334 
891 

1,359

市税の推移 

※H14～H19：決算　H20：2月補正後予算　H21：当初予算　　※H14～H16：旧5市町村の合算 

24,685 24,085
23,076

25,391
26,839

30,344 29,602

27,088

いわた市議会だより
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（
無
所
属
）
修
正
案
に
反
対
し
、

原
案
に
賛
成
す
る
。

　

今
年
度
、
文
教
産
業
委
員
会
で

は
、
国
分
寺
資
料
館
施
設
整
備
の

勉
強
会
を
開
催
し
た
。
勉
強
会
は
、

国
分
寺
資
料
館
の
問
題
を
中
心
に

進
め
、
建
設
の
意
義
、
建
物
の
大

き
さ
等
に
つ
い
て
行
い
、
こ
の
結

果
、
一
定
の
成
果
が
21
年
度
予
算

に
反
映
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
予
算
は
、
資
料
館
建
設

の
も
の
で
あ
る
。
国
分
寺
跡
整
備

事
業
の
う
ち
発
掘
調
査
と
、
出
土

し
た
資
料
の
展
示
公
開
は
セ
ッ
ト

で
あ
る
と
の
考
え
方
で
あ
る
。
発

掘
調
査
は
18
年
度
か
ら
始
ま
り
、

21
年
度
に
完
了
、
22
年
度
に
整
理
、

選
定
し
、
23
年
度
に
展
示
の
た
め

の
工
事
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
21

年
度
は
、
実
施
設
計
着
手
時
期
が

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と
な
る
。
資
料

館
建
設
は
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
重

要
な
事
業
で
も
あ
り
、
修
正
案
に

反
対
し
、
原
案
に
賛
成
す
る
。

（
共
産
）
原
案
に
反
対
す
る
。

　

税
収
減
少
の
中
で
住
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
財

政
難
を
理
由
に
住
民
負
担
の
押
し

つ
け
、
民
営
化
等
を
進
め
る
の
か

が
大
き
く
問
わ
れ
て
い
る
。

　

他
市
で
は
子
供
の
医
療
費
助
成

を
拡
充
し
て
い
る
が
、
市
長
は
、

他
県
の
お
く
れ
た
と
こ
ろ
を
示
し
、

子
育
て
支
援
策
を
本
気
で
や
ろ
う

と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
。

　

行
革
の
推
進
と
し
て
、
豊
田
南

第
2
保
育
園
の
民
営
化
等
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
市
は
子
供
と
働
く

親
の
権
利
と
し
て
の
公
的
保
育
制

度
の
拡
充
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

予
備
費
は
、
新
市
長
の
た
め
に

5
、
0
0
0
万
円
増
額
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
だ
け
の
予
算
が
あ
る

の
な
ら
子
育
て
支
援
に
回
す
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

個
々
の
施
策
に
は
、
市
民
要
望

に
沿
っ
た
事
業
も
あ
る
が
、
以
上

の
理
由
に
よ
り
、
反
対
す
る
。

（
無
所
属
）
修
正
案
及
び
修
正
を

除
く
原
案
に
賛
成
す
る
。

　

国
分
寺
資
料
館
建
設
の
実
施
設

計
費
は
、
整
備
基
本
計
画
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
点
が
懸
念
と
し
て
残

る
。
少
な
く
と
も
全
体
像
の
基
本

的
な
考
え
方
、
方
向
性
を
示
し
て

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

国
分
寺
整
備
を
合
併
の
シ
ン
ボ

ル
事
業
と
し
て
進
め
る
な
ら
ば
、

も
う
少
し
丁
寧
に
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
。
ま
た
、
市
全
体
の
史
跡

の
問
題
等
を
整
理
し
た
上
で
、
国

分
寺
の
位
置
づ
け
を
文
化
財
政
策

と
し
て
考
え
る
の
が
重
要
で
あ
る
。

　

今
回
の
経
済
危
機
を
市
の
産
業

を
直
撃
し
た
も
の
と
と
ら
え
、
幾

つ
か
の
事
業
も
休
止
さ
れ
た
が
、

資
料
館
建
設
計
画
も
、
予
想
さ
れ

る
財
政
負
担
の
大
き
さ
か
ら
考
え

て
、
も
う
一
度
立
ち
ど
ま
っ
て
議

論
を
深
め
進
め
る
べ
き
事
業
と
考

え
る
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
修

正
案
に
賛
成
し
、
修
正
を
除
く
原

案
に
賛
成
す
る
。

（
無
所
属
）
修
正
案
に
反
対
し
、

原
案
に
賛
成
す
る
。

　

19
年
2
月
議
会
で
、
国
分
寺
資

料
館
の
実
施
設
計
費
は
修
正
さ
れ
、

以
降
2
年
間
、
文
教
産
業
委
員
会

等
で
の
説
明
、
協
議
を
続
け
、
当

局
は
、
文
化
庁
や
県
教
委
と
も
協

議
を
重
ね
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

厳
し
い
財
政
事
情
で
は
あ
る
が
、

資
料
館
は
国
分
寺
整
備
事
業
の
一

部
で
あ
り
、
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、

修
正
案
に
反
対
す
る
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
20
年
度
に

比
べ
、
16
億
4
、
0
0
0
万
円
、

2
・
7
%
の
減
額
で
あ
り
な
が
ら

も
、
予
算
を
か
け
る
べ
き
と
こ
ろ

に
は
で
き
る
限
り
の
予
算
配
分
を

し
た
と
考
え
、
評
価
す
べ
き
と
こ

ろ
が
多
い
。

　

世
界
経
済
の
深
刻
な
状
況
が
進

ん
で
い
る
中
、
環
境
変
化
を
見
据

え
、
先
手
を
打
っ
て
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
な
こ
と

を
添
え
て
修
正
案
に
反
対
し
、
原

案
に
賛
成
す
る
。

（
無
所
属
）
修
正
案
に
反
対
し
、

原
案
に
賛
成
す
る
。

　

国
の
経
済
環
境
の
悪
化
の
影
響

を
ま
と
も
に
受
け
、
3
年
ぶ
り
の

マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
て
も
、
い
た
し

方
な
い
も
の
と
認
め
る
。

　

新
規
事
業
を
行
わ
な
い
な
ど
、

身
の
丈
に
合
っ
た
緊
縮
型
の
予
算

編
成
は
常
識
的
で
あ
り
、
市
長
の

姿
勢
を
評
価
す
る
。

　

個
別
に
見
れ
ば
、
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
を
一
番
に
掲
げ
、

合
併
の
成
果
を
あ
ら
わ
す
な
ど
の

中
で
、
行
財
政
改
革
に
も
視
点
を

置
い
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

ま
た
、
物
件
費
等
を
減
と
し
、
扶

助
費
等
が
増
と
な
っ
た
こ
と
は
認

め
る
も
の
で
あ
る
。

　

当
局
側
は
、
修
正
案
が
提
出
さ

れ
た
経
緯
を
真
摯
に
受
け
と
め
る

べ
き
で
、
今
後
の
課
題
と
思
う
が
、

補
助
金
に
頼
ら
ず
、
使
い
勝
手
の

よ
い
施
設
を
目
指
し
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
。
以
上
に
よ
り
、
修
正

案
に
反
対
し
、
原
案
に
賛
成
す
る
。

資
料
館
建
設
は
重
要
な
事
業

財
政
難
を
住
民
負
担
に
押
し

 

つ
け
る
の
か
問
わ
れ
て
い
る

立
ち
ど
ま
っ
て

　

議
論
を
深
め
進
め
る
べ
き

か
け
る
べ
き
と
こ
ろ
に
は

　
　

予
算
配
分
し
た
と
評
価

身
の
丈
に
あ
っ
た

　
　

予
算
編
成
を
評
価
す
る

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

ー4ー
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予
算
総
額
は
1
4
9
億
1
、
2

3
6
万
7
千
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
3
・
9
%
（
5
億
6
、
3
5
3

万
4
千
円
）
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
の
向

上
等
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
状

況
の
健
全
化
と
円
滑
か
つ
適
正
な

事
業
運
営
を
図
り
ま
す
。

　

賛
成
28
（
公
・
無
）
、
反
対
3

（
共
）
に
よ
り
可
決
。

　

反
対　
（
共
産
）国
民
健
康
保
険
は
、

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
重
要
な

事
業
で
あ
る
。
今
、
異
常
に
高
い

国
保
税
が
住
民
を
苦
し
め
、
払
い

た
く
て
も
払
え
な
い
人
が
ふ
え
て

い
る
。
こ
う
し
た
事
態
の
元
凶
は
、

国
庫
負
担
の
削
減
で
あ
り
、
国
庫

負
担
率
を
引
き
上
げ
、
国
保
税
を

引
き
下
げ
、
保
険
証
取
り
上
げ
を

中
止
す
る
こ
と
は
、
急
務
で
あ
る
。

　

今
日
の
景
気
悪
化
の
も
と
で
所

得
が
減
少
し
、
生
活
実
態
に
即
し

た
運
用
、
申
請
減
免
制
度
の
拡
充

策
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
申
請
減

免
制
度
を
利
用
す
る
に
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
、
利
用
し
た
く
て
も
利

用
で
き
な
い
実
態
が
あ
る
。
拡
充

策
を
図
り
、
納
税
し
や
す
い
環
境

を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
姿
勢
が
全
く
見

受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
応
益
割

の
比
率
を
高
め
る
方
向
が
示
さ
れ

た
が
、
所
得
の
低
い
人
に
は
さ
ら

に
重
い
負
担
が
の
し
か
か
り
、
賛

成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

賛
成　
（
公
明
）国
民
健
康
保
険
は
、

構
造
的
に
低
所
得
者
や
年
金
生
活

者
等
の
加
入
割
合
が
高
く
、
加
齢

と
と
も
に
医
療
は
よ
り
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
医
療

給
付
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

財
政
運
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　

21
年
度
予
算
は
、
苦
し
い
財
政

運
営
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歳
出
で

は
保
険
給
付
費
や
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
、
歳

入
で
は
国
民
健
康
保
険
税
は
据
え

置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
給
付
等

支
払
準
備
基
金
か
ら
の
繰
入
金
が

全
く
見
込
め
な
い
中
、
国
庫
負
担

金
等
や
前
期
高
齢
者
交
付
金
等
を

最
大
限
活
用
す
る
と
と
も
に
、
財

源
不
足
に
は
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
を
増
額
し
、
ふ
え
続
け
る

医
療
費
に
対
処
し
て
い
る
も
の
と

判
断
す
る
。
な
お
、
特
定
健
診
は

実
施
目
標
に
近
づ
く
予
算
措
置
で

あ
り
、
事
務
事
業
も
洗
い
直
し
さ

れ
て
い
る
。
本
案
に
賛
成
す
る
。

　

予
算
の
総
額
は
83
億
5
、
5
8

7
万
8
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

6
・
9
%
（
5
億
4
、
2
7
4
万

円
）
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
制
度
を
適
切
に
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
、
周
知
・
啓

発
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
の
円

滑
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

賛
成
28
（
公
・
無
）
、
反
対
3

（
共
）
に
よ
り
可
決
。

　

反
対　
（
共
産
）新
た
に
要
介
護
度

の
調
査
・
認
定
の
仕
組
み
の
変
更

が
行
わ
れ
る
。
判
断
基
準
に
大
幅

な
変
更
が
加
え
ら
れ
、
症
状
の
重

い
利
用
者
を
自
立
と
判
断
す
る
逆

立
ち
し
た
基
準
で
あ
る
。
実
態
を

無
視
し
た
基
準
の
見
直
し
は
、
利

用
者
の
生
活
に
深
刻
な
打
撃
を
与

え
る
。
ま
た
、
利
用
者
の
認
定
が

軽
度
に
変
わ
る
た
め
事
業
所
の
収

入
が
減
り
、
報
酬
改
定
に
よ
る
増

収
分
が
吹
き
飛
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

国
は
社
会
保
障
予
算
の
自
然
増

を
削
減
し
て
お
り
、
そ
の
ノ
ル
マ

達
成
の
た
め
、
介
護
や
医
療
な
ど

の
社
会
保
障
が
次
々
に
切
り
捨
て

ら
れ
て
い
る
。
問
題
の
あ
る
介
護

認
定
の
新
方
式
が
新
年
度
予
算
に

含
ま
れ
、
利
用
者
、
事
業
者
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
、
賛
成

で
き
な
い
。

　

賛
成　
（
公
明
）21
年
度
か
ら
23
年

度
ま
で
の
第
4
期
介
護
保
険
事
業

計
画
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
等
の
施
設
整
備
を
予
定
し
、
給

付
費
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
中
、

介
護
保
険
料
は
据
え
置
き
と
さ
れ
、

負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
大
い
に
評
価
で
き
る
。

　

要
介
護
認
定
方
式
の
見
直
し
は
、

利
用
者
の
不
公
平
感
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
ば
ら
つ
き
を
減
ら
し
、

あ
わ
せ
て
介
護
技
術
の
進
歩
を
取

り
入
れ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
申
請
さ
れ
る
方
の
状
態

が
要
介
護
度
に
適
切
に
反
映
さ
れ

た
、
よ
り
公
平
な
認
定
審
査
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
見
直
し
に

当
た
り
行
っ
た
検
証
結
果
に
よ
れ

ば
、
現
行
と
比
べ
一
概
に
要
介
護

度
が
低
く
判
定
さ
れ
る
の
で
は
な

い
と
理
解
し
賛
成
す
る
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

特
別
・
企
業
会
計
予
算
を
可
決

特
別
・
企
業
会
計
予
算
を
可
決

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

減
免
制
度
を
拡
充
す
る

　
　
　
　

姿
勢
が
見
え
な
い

討　

論

ふ
え
続
け
る
医
療
費
に
対
処

介
護
認
定
の
新
方
式
が

　
　

大
き
な
影
響
を
与
え
る

討　

論

保
険
料
の
据
え
置
き
を
評
価

いわた市議会だより
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社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
や
市

民
一
人
一
人
の
価
値
観
の
多
様
化

に
よ
り
、
複
雑
化
す
る
地
域
社
会

の
課
題
に
個
別
の
取
り
組
み
な
ど

で
は
解
決
で
き
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で

あ
る
市
民
、
市
民
活
動
団
体
、
事

業
者
及
び
市
が
、
信
頼
関
係
で
結

ば
れ
、
相
互
の
特
性
を
生
か
し
つ

つ
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
、
よ
り
必
要
に
な

っ
て
き
た
た
め
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
関
す
る
基
本
理
念

等
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
市
民
や
市
な
ど

が
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
上
で
、
常
に
意
識
す
べ
き

基
本
理
念
や
果
た
す
べ
き
役
割
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
21
年

4
月
1
日
で
す
。

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

　

合
併
に
よ
り
旧
市
町
村
の
都
市

宣
言
は
廃
止
の
上
、
合
併
後
に
検

討
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
19
年
度
よ

り
庁
内
に
検
討
委
員
会
を
設
け
具

体
的
な
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

「
心
と
心
の
通
い
合
う
ま
ち
都

市
宣
言
」
は
、
旧
磐
田
市
で
宣
言

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
新
市
の
総

合
計
画
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
を
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ

る
自
治
の
実
現
と
し
て
お
り
、
今

後
も
継
承
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
考
え
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
健
康
都
市
宣

言
」
は
、
ジ
ュ
ビ
ロ
を
初
め
本
市

は
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
有
し
、

多
く
の
著
名
な
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を

輩
出
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
ス
ポ

ー
ツ
へ
の
関
心
も
高
く
、
種
々
の

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
が
推
進
さ
れ
る

中
で
、
健
康
体
力
づ
く
り
、
地
域

間
交
流
の
活
性
化
等
を
目
指
し
て

制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣

言
」
は
、
団
体
等
か
ら
宣
言
を
求

め
る
声
が
あ
り
、
ま
た
、
人
類
の

恒
久
平
和
を
願
う
上
か
ら
、
平
和

を
希
求
す
る
姿
勢
を
内
外
に
示
す

た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
都
市
宣
言
の
宣
言
日

は
、
21
年
4
月
1
日
で
す
。

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
を
可
決

磐
田
市
都
市
宣
言
を
可
決

特別会計

会　計　名 平成 21年度予算額 平成 20年度予算額 増　　減

国民健康保険事業特別会計 149億 1,237 万円 143億 4,883 万円 5億 6,354 万円

老 人 保 健 特 別 会 計 638万円 10億 9,610 万円 △ 10 億 8,972 万円

後期高齢者医療事業特別会計 13億 3,074 万円 13億 4,547 万円 △ 1,473 万円

介護保険事業特別会計 83億 5,588 万円 78億 1,314 万円 5億 4,274 万円

公共下水道事業特別会計 78億 6,676 万円 68億 9,197 万円 9億 7,479 万円

そ の 他 の 特 別 会 計 ※ 6億 588万円 5億 7,173 万円 3,415 万円

※その他の特別会計には、公平委員会、土地取得、駐車場、農業集落排水、4財産区の各特別会計の合計額を記載しています。

企業会計

会　計　名 平成 21年度予算額 平成 20年度予算額 増　　減

水道事業会計

収益
収入 25億 7,823 万円 25億 7,256 万円 567万円

支出 25億 3,319 万円 25億 4,455 万円 △ 1,136 万円

資本
収入 6億 9,151 万円 3億 9,087 万円 3億 64万円

支出 17億 4,575 万円 13億 1,701 万円 4億 2,874 万円

病院事業会計

収益
収入 123億 8,314 万円 118億 9,428 万円 4億 8,886 万円

支出 136億 4,757 万円 131億 5,531 万円 4億 9,226 万円

資本
収入 23億 2,521 万円 12億 8,956 万円 10億 3,565 万円

支出 29億 7,331 万円 18億 2,011 万円 11億 5,320 万円

※各項目の千円単位を四捨五入しています。
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